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　こんにちは。高幡教会のザビエル
です。クリスマスが近づきまして、今
年も鈴木さんからクリスマス会のお
誘いをいただき「喜んでいきますよ」
とお伝えしました。短い時間ですが共
に過ごせることに感謝します。
　11月に高幡教会の5人の信者さん
とイスラエルに行ってきました。イス
ラエルはキリスト教に大事な意味を
持っている場所です。キリストが生ま
れた場所です。皆さんはクリスマスが
どんな日か知っていますか。キリスト
の誕生日です。サンタクロースの誕生
日ではありません。キリストはイスラ
エルでお生まれになりました。私たち
はその旅でいろいろなところを訪問
して最後にベツレヘムに行き、2時間
並んで待って、イエス様の誕生した
教会を見学しました。
　イエス様はどうしてお生まれに
なったのでしょう。エルサレムは今複
雑な状況です。私たちが訪問してい
るときにも市内で爆発があって、私た

ちも不安になったりもしました。イエ
ス様がお生まれになったときにも、平
和ではなかったのです。神様がこの
世をやり直させようと、送ってくださっ
たのです。イエス様が誕生されると
き、天使たちが羊飼いにメッセージ
を伝えました。そのメッセージは「天
のいと高きところには神に栄光、地に
は平和を」というものでした。これを、
社会から見捨てられたような立場
だった羊飼いたちにお伝えになりま
した。どうやって世の中をやり直させ
ようと思われたのでしょうか。それは、
敵を愛することによってです。味方を
愛することは簡単です。でも敵を愛す
ることは難しい。でも敵を愛すること
によって平和を実現することができ
る。平和を実現する人は神の子と呼
ばれます。
　皆さんはどういう風に平和をつくる
ことができるでしょう。社会の中で、
ボーイ・ガールスカウトの活動の中
で。一つ目は、喧嘩をやめることで

す。二つ目はお父さんお母さんの言
うことを聞くことです。お父さんお母さ
んはあなたたちをよい方へ導いてく
ださるはずです。そうすれば、仲間、
つまり兄弟姉妹の中で愛をもって平
和を実現していくことができると思い
ます。
　教会は12月25日までは待降節と
いって、イエス様のお誕生を待ち望
む期間です。イエス様のお誕生をふ
さわしい心でお迎えするために、心
を整える期間です。今日はみなさん
のためにも祈ることを約束するため
に来ました。みなさん、自分なりに頑
張って平和を実現していきましょう。

2018年12月16日 
クリスマス会にて

高幡教会 主任司祭
ロールド・ザビエル

※文字おこしでご協力いただきました片山さん、ありがとうございました。

年末年始、冬のイベント特集！年末年始、冬のイベント特集！
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スキーキャンプ感想文
今回のスキーキャンプも「一つの家族になろう」のテーマのもと、カブスカウト・ボーイスカウト・

ベンチャースカウト・ローバースカウトとリーダー・団委員が一緒に共同生活を行う、大型キャンプ

となりました。今回は保護者の方々も加わり「一つの家族」がより実感できたようです　。

ベンチャー隊
　　　　　　　　　　石塚　大和
　まずは皆さんあけましておめでとう

ございます。本年も宜しくお願い致し

ます。

  新年早々のスキーキャンプを終えて、

冬休みが終わってしまうと感じていま

す。僕は中学一年生からスキーキャン

プに参加しましたが、ボーイ隊・カブ

隊のスカウトを見ていて、自分にもこ

んな時期があったものだと感じまし

た。スケートも楽しい活動でしたが、

やはりスキーをカブのうちから学びた

かったと思いました。

ボーイ隊　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　太田　智規
　今年、スキーは初めてで歩く練習は

大変でした。そして止まり方や曲り方

もおしえてもらって 1日目では思った

よりもすべれました。

　2日目はストックなしでやったりも

しました。しゃめんにたいしてスキー

板も横にすると下にいかないようにな

るのでそれも利用してすべりながら行

くと急なしゃめんでも速度が出ないと

いうことも学びました。

　三日目は一番上まで行って角度が

40°くらいある所でもすべりました。

　来年はもっとすべれるようになりた

いです。

ボーイ隊　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　滝瀬　翔太
　ぼくが４，５，６日のスキーキャン

プでできるようになったことは　四日

に八の字でブレーキをして出来るよう

になったこととパラレルスタンスが出

来るようになりました。五日はかた足

をよこにすべらしてするターンを少し

急なところですべれるようになりまし

た。あとあまりころばずにすべれるよ

うになりました。

　六日カモシカで一回しか転ばずにす

べることができました。

　スキーキャンプでの反省点はあるく

のおそかったことです。

ボーイ隊　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　白砂　海人
　ぼくは一月三日にスキーキャンプに

いきました。

　キャンプの日にぼくは四時におきま

したが二度ねしてしまい四時半にお母

さんにたたきおこされました。

　六時五分にバスについてすこしおく

れてしまいました。

　それから四時間バスにゆられてよっ

てしまいましたが　ぶじこだまにとう

ちゃくしました。

　とうちゃくして一時間くらいしたら

スキーにいきました。

　さいしょはスキーのくつをはいたと

きすごくいたくて　スキーのたのしさ

がわかんなかったからスキーなんかい

やいややっていましたが　二日目に

なってスキー教室の先生が一からおし

えてくれてスキーの楽しさがちょっぴ

り分かったような気がして早くすべれ

るようになって　三日目になってそこ

までころばないでいけるようになりま

した。

　たいちょうがスキーは覚えたら一生

ものっていってたのでじかいのスキー

キャンプがたのしみです。

ボーイ隊　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　片山　優
　今回のスキーキャンプでは、板を平

行にして曲がるパラレルターンができ

るようになりました。

　それまで僕は、片方の板を動かして

曲がることしかできませんでした。で

も曲がりたい方向の反対の手を前に出

すと、上手く曲がれるようになりまし

た。

　また、今回は人を動かすのも大変で

した。風呂の時、荷物をしっかり片付

けていない人がいてみんなが風呂にな

かなかいけなかったり、時間がきてい

るのに早く動かなかった人がいたりし

ました。入ってきたばかりなので仕方

ないとは思うけど、少し急いでいこう

としてほしかったです。来年は、上手

く人を動かしたいです。
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ボーイ隊　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　近藤　淳成
　ぼくは、あせっていた。なぜならタ

イツをなくしてしまったからだ。タイ

ツをさがしているのに、かなりの時間

をついやしてしまった。その時タイツ

は見つからなかった。

　スキーから帰ってきた後、またタイ

ツをさがし始めた。荷物を全て調べた。

それでもタイツは、見つからなかった。

（もう一度、もう一度）という気持ち

でタイツをさがしたその時、タイツは

現われた。

　なぜタイツが見つからなかったか

は、タイツが現われた場所が語ってく

れた。

　これ以上は、このタイツ事件のこと

は、かたれない　だから後はみなさん

の想像力におまかせします。

ボーイ隊　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　石田　大智
　この冬、二回目のスキーはこのス

キーキャンプだった。今回のスキー

キャンプでは乗鞍高原に行った。乗鞍

高原に行ったのはカブ隊でのスキー

キャンプ以来だった。乗鞍高原はとて

もいいところだと今回改めて思った。

それは、設備がしっかり整っていたか

らだ。例えば、露天風呂やスキー板、

リフト、レストハウスなどである。こ

れらの設備がしっかり整備されていた

ため心地よくスキーができたと思う。

また、天候にも恵まれたといえると思

う。雪が降ったり晴れたりと天候は不

安定だったが、かえってその天候がス

キーをしていないときに雪をしっかり

と積もらせてスキーをしているときに

だいたい晴れているというスキーのし

やすい状況にした。このようないい環

境の乗鞍高原でスキーができたため僕

はこのスキーキャンプを楽しく過ごせ

たと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボーイ隊　副長　
　　　　　　　　　田谷　由紀子
　日野第二団での初めてのスキー。実

に私にとって九年ぶりとなるスキーで

した。

　乗鞍高原スキー場は初心者もすべり

やすく数人の初心者とゆっくり技術向

上ができました。スクールの方の指導

を見ながら自分ができる範囲で同行し

ましたが、来年はさらにスカウトにつ

いていきたいです。

　ボーイ隊に関して時間厳守、パッキ

ング、仲間と行動するなど、普段の活

動で身につけてもらいたい事が、この

ようなところでも大切であると感じま

した。

カブ隊　　
　　　　　　　　　　花田　希美
　1日目はぜんぜんできなくて転んで

たけど 3日目はカモシカ二回目だけど

転ばずにすべれた。（4人転んでたけ

どよけれた）

　次の目ひょう　みらいちゃんについ

ていけるようにしたい。

カブ隊
　　　　　　　　　　傳田　美来
　パラレルターンをいっぱいできてた

のしかった。

　山ざきリーダーとスキーできょうそ

うしたのがたのしかった。

　カブたいでトレインをやったのがた

のしかった。

カブ隊
　　　　　　　　　　伊藤　澄風
　たのしかったスキーキャンプもおし

まいだけど　三かかんで、すごくうま

くなれてうれしかったです。

カブ隊
　　　　　　　　　　上杉　尚央
　すごく楽しかった。みんなみたいに

すべりたかった。川原リーダーみたい

にうまくなりたい。

　こけてしまった。トレインが楽し

かった。もっと速くゆきたかった。パ

トロールがかっこよかった。

カブ隊
　　　　　　　　　山崎　那奈子
　３日目かもしかコースで 1回しかこ

ろびませんでした。トレインでは、み

んなでいくのについていけたのですご

くうれしかったです。来年もやって、

かもしかでみんなをまたせずにいきた

いです。

カブ隊
　　　　　　　　　　千葉　裕也
　ぼくの感想は、１日目はチームに分

かれてプルークを教えてもらってター

ンがうまくなりました。

　２日目は初心者は先に教えてもらっ

ていました。ぼくは足をそろえる練習

などすべりを見てもらいました。そし

てやっと３日目　3日目はみんなで頂

上のかもしかコースに行きました。お

そくなっている人もいましたが　ぼく

はたい長についていきました。おりる

とちゅうでカブたい全員でトレインと

いうみんなでつながってすべりまし

た。スキー場から帰ってきたらもう

ちょっとやりたい気持ちはありまし

た。
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 カブ隊
　　　　　　　　　　桑原　大瑚
　ぼくはこのスキーキャンプでスキー

ができるようになりました。ぼくはこ

のスキーキャンプのスキーが初めての

スキーだったのでできるかなと不安で

した。だけどやってみたらどんどんで

きるようになってスキーが好きになり

ました。そしてみんなですべってみん

な速かったけど最終日はついていけま

した。来年も楽しくできるといいです。

スキーのちゅう意やきほんなどをおそ

わってすごくむずかしいと思いまし

た。スキーはおく深いものだと知りま

した。カモシカコースですべったけど

いっぱいころびましたけど　なれてす

べれるようになってうれしかったで

す。最後にみんなでつながってすべっ

た。みんなひっしにすべりました。そ

して男子のささきくんとゆうやくんと

いっしょにまたすべりました。そして

最後みんなですべった時は一回もころ

びませんでした。とてもうれしかった

です。また来年もすべりたいです。

カブ隊
　　　　　　　　　佐々木　智朝
　ぼくの楽しかったことは二つありま

す。一つ目は、今日カモシカ Bコース

をすべったことが楽しかったです。二

つ目は、カブでトレインをやったこと

です。次は、カモシカ Aコースをすべ

りたいです。

 保護者
　　　　　　　　　　花田　博充
　カブ隊スカウトの保護者としてス

キーキャンプに参加しました。

　参加した経緯は、カブ隊の辻隊長に

誘われたからというのが理由ですが、

スカウト活動がどういうものなのか、

私自身一度体験してみたいという思い

もありました。

　全スカウトが対象の団全体としての

スキーキャンプは、一昨年からだそう

ですが、30年前からボーイ隊の活動

として乗鞍高原スキー場で活動してお

り、常宿としている「こだま」も 30

年お世話になっているという事でし

た。同じ場所を使い続けるメリットは

コスト面もさることながら、リーダー

達がプログラムを作りやすいからとい

うのもあるそうです。

　スキー活動では、初めてスキーを履

く子が 5、6人もいる中、最終日には

みんな揃って山頂までリフトで上がり

降りてくることが出来ました。

　活動後は、まだ滑りたい、もっと上

手になりたいという声を多く聞きまし

た。家に帰ってからスカウト達から楽

しかったという話を色々と聞いたので

はないでしょうか。私も娘から散々聞

かされました。

　生活面では、時間厳守の行動、朝の

セレモニーや夜プロなどスカウトキャ

ンプの一端を垣間見る事が出来まし

た。

　まだまだ出来ないことが多い子供達

の導き方など見習いたいなと思う事が

多々ありました。

　出来るだけ子供に考えさせて、自発

的に行動させるなど家庭でも実践して

いきたいなと思います。

　最後に楽しいスキーキャンプを無事

終えることが出来たのは、日野 2団の

関係者全ての方々のお陰だと思ってい

ます。ありがとうございました。

 保護者
　　　　　　　　　　岸野　みゆ
　初めてスキーキャンプに参加しまし

た。スキーキャンプだけでなく、ボー

イスカウトのキャンプに参加するのも

初めてでした。3日間も湊斗が皆と生

活を共に出来るだろうかと心配もあり

ました。しかしそんな心配をする必要

もなく、湊斗はめいっぱい楽しみまし

た。お兄さんお姉さんに一生懸命つい

て行こうとスキーも上達しました。私

と一緒にいる時間よりもスカウトや

リーダーといる時間の方が多かったの

ではないかと思うほど、皆とも打ち解

ける事が出来ました。充実した3日で、

これ程長い時間集団生活をしたことの

無い湊斗にとって、新鮮で吸収する事

の多い 3日だったと思います。皆が湊

斗を可愛がり、面倒をみてくれた事が

何より嬉しかったです。ありがとうご

ざいました。

 

 　 
　　　　　　　　　　岸野　湊斗
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　　　　　　　　　　　　　文：鈴木英彦

　2018 年 12 月 16日日曜日はサンタ

ルーチェ・スカウトのクリスマス会で

す。サンタルーチェは聖（サンタ）な

る光（ルーチェ）のことです。私たち

スカウトも光のように輝き、また困っ

ている人に温もりをもたらす人になろ

うね！と、ボーイスカウト・ガールス

カウトに 50年前に命名してくれまし

た。それは、ロワゼール神父様と言う

方です。

　今回のクリスマスは光のように元気

なスカウト達、笑顔が一杯なスカウト

達、リーダ達で午前中はゲームをしま

した。

　これは（↑）チームワークが大事で

す。それとスキンシップです。皆で支

え合ってますね。

　これは（→）

面白いね。ト

イレットペー

パは切れやす

いから、丁寧

にやさしく巻

いていかない

と完成しませ

んね。

　みんな元気。いつも元気。これはス

カウト活動の原点ですね。

　さてさて、お昼ご飯はトン汁とスカ

ウト弁当です。それが終わるとクリス

マス会です。

　神父様のお話の中にもありました

が、クリスマスはイエス様の誕生を記

念しています。

　イエス様は「歌：きかせてください」

の詩のように、「悲しむ人の友である

こと」、「こごえる心の愛であること」、

「疲れた心の平和であること」を皆に

知らせ、与えるためにこの世に誕生し

ました。サンタルーチェ・スカウトも

50年前、イエス様のお手伝いが少し

でも出来ればとの思いで誕生しまし

た。

　皆の願いがかないますように。

　2019 年、新年あけましておめでと

うございます。今年も元気にスカウト

活動ができますように、皆さんのご支

援をよろしくお願い致します。

　今年も 1月 13日日曜日にお餅つき

をボーイスカウト・ガールスカウト合

同で行いました。今年は米軍横田基地

のガールスカウトとその保護者もバス

1台で大勢の方々が来てくれました。

ありがとうございます。

　日本の文化でもある、お餅つきを体

験してもらいました。横田基地の男性

リーダーはパワフルです。

　打って変わって、カブスカウトはど

うかな。杵は重いですね。でも出来た

お餅は美味しいです。

　最後に横田基地の方々と私たち全員

で記念写真です。難しく言うと「楽し

い国際交流」が出来ました。スカウト

達が大きくなった時代には、このよう

な光景は、日常かもしれません。スカ

ウト活動は国際活動です。皆兄弟です。

いつも仲良くです。例年続いています

このお餅つきも、一年の始まりを告げ

る、それぞれの家では味わえない大切

が行事になりました。

　お手伝いしていただいた方々に感謝

です。ありがとうございました。

クリスマス会

新年事始めのお餅つき
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